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2

国際連合環境計画本部（ナイロビ）

経済局（パリ） ５部局

６地域事務所

６多国間環境条約

廃棄物管理

廃棄物の環境上適正な技術 • 統合的廃棄物管理

• 廃棄物と気候変動

• 電気電子機器廃棄物

• 水銀廃棄物

• 災害廃棄物

• 海洋ごみ

世界・地域廃棄物概況

廃棄物に関する国家・都市戦略

全体論的な廃棄物管理

化学物質・保健課 （ジュネーブ）

国際環境技術センター
（大阪）



環境技術
開発レベル
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持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた環境技術

２０５０年の都市では

全世界に
占める

温室効果ガス60-80％排出

天然資源75％使用

廃棄物50％排出

人口 97億人（都市68億人）
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